
 

徳
川
幕
府
を
震
撼
さ
せ
た
百
二
十
日 

（
１
） 

 

「
天
草
・
島
原
の
乱

―
徳
川
幕
府
を
震
撼
さ

せ
た
百
二
十
日

―
」
が
二
十
五
日
か
ら
、
八
代

市
西
松
江
城
町
の
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
始
ま
る
。
十
一
月
二
十
四
日
ま
で
。

乱
に
関
わ
る
絵
画
・
武
器
武
具
・
絵
図
・
古
文

書
な
ど
、
重
要
文
化
財
十
点
を
含
む
百
十
二
点

を
展
示
す
る
。 

 

佐
賀
藩
主
鍋
島
氏
の
家
臣
鍋
島
大
膳
が
、
原

城
に
乗
り
入
れ
た
時
に
手
に
入
れ
た
も
の
だ
と

い
い
ま
す
。
乱
を
平
定
し
た
側
の
戦
功
を
伝
え

る
た
め
に
残
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
一
揆
側
の

貴
重
な
遺
品
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
旗
は
、
原
城
の
戦
い
で
、
天
草
四
郎
が

使
用
し
た
陣
中
旗
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
上
部
に
記
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
、「
い

と
も
神
聖
な
秘
蹟
は
讃
え
ら
れ
ん
」
と
い
う
意

味
で
す
。
中
央
に
描
か
れ
た
聖
杯
と
十
字
架
の

あ
る
聖
餅
を
左
右
か
ら
天
使
が
手
を
合
わ
せ
て

拝
ん
で
い
ま
す
。 

 

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
十
月
、
島
原
と

天
草
で
起
こ
っ
た
一
揆
は
、
二
万
人
を
越
え
る

勢
力
と
な
っ
て
、
島
原
城
、
富
岡
城
を
攻
撃
し

ま
し
た
。
こ
の
大
乱
の
大
将
だ
っ
た
と
さ
れ
る

の
が
、
天
草
四
郎
で
す
。
四
郎
は
天
草
大
矢
野

の
出
身
で
、
そ
の
父
益
田
甚
兵
衛
は
小
西
家
の

浪
人
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
原
城
（
長
崎
県
南

高
来
郡
南
有
馬
町
）
に
集
結
し
た
一
揆
勢
は
、

三
ヶ
月
に
も
及
ぶ
籠
城
戦
を
戦
い
ま
し
た
。
十

二
万
の
幕
府
軍
に
包
囲
さ
れ
な
が
ら
も
度
々
そ

の
攻
撃
を
退
け
ま
す
が
、
つ
い
に
二
月
二
十
八

日
落
城
し
、
多
く
の
人
々
が
命
を
失
い
ま
し
た
。 

（
林
千
寿
・
八
代
市
立
博
物
館
学
芸
員
） 

天
草
・
島
原
の
乱 

  

▽
主
催 

八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、
熊
本
日
日
新
聞
社 

▽
入
館
料
一
般

６
０
０
円
、
大
学
・
高
校
４
０
０
円
、
中
学
・

小
学
２
０
０
円
。
２
０
人
以
上
の
団
体
は
２
割

引
。
問
い
合
わ
せ
は
同
館
℡
０
９
６
５
（
３
４
）

５
５
５
５
。 

      

            

天草四郎陣中旗 

あまくさしろうじんちゅうき 

 

寛永 14 年（1637）頃カ 

タテ 108.6 ㌢ ヨコ 108.6 ㌢ 

熊本県・本渡市立天草切支丹館所蔵 

国指定重要文化財 



 

徳
川
幕
府
を
震
撼
さ
せ
た
百
二
十
日
（
３
） 

 

思
わ
ぬ
大
一
揆
へ
と
発
展
し
た
天
草
・
島
原

の
乱
は
、
幕
府
を
大
い
に
困
惑
さ
せ
ま
す
。
原

城
に
籠
城
し
た
一
揆
勢
に
対
し
、
幕
府
軍
は
連

敗
を
喫
し
ま
す
が
、
最
後
に
乱
を
平
定
し
た
の

は
九
州
大
名
の
軍
事
力
で
し
た
。 

 
 

 

こ
の
絵
図
は
、
柳
川
藩
主
立
花
家
に
伝
世
し

た
も
の
で
す
。
富
岡
城
戦
か
ら
原
城
陥
落
に
至

る
ま
で
、
乱
の
経
過
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
総
攻
撃
前
の
幕
府
軍
の
仕

寄
と
陣
所
の
描
写
が
詳
細
で
、
こ
の
絵
図
か
ら

諸
大
名
軍
の
配
置
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

細
川
軍
は
、
絵
図
左
側
の
三
の
丸
方
面
に
陣
所

を
構
え
、
立
花
軍
と
と
も
に
三
の
丸
か
ら
原
城

に
乗
り
入
れ
ま
し
た
。 

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
一
月
、
鍋
島
（
佐

賀
）
、
細
川
（
熊
本
）
、
黒
田
（
福
岡
）
ら
九
州

の
大
名
軍
が
原
城
に
結
集
し
ま
す
。
総
大
将
の

松
平
信
綱
は
、
先
の
攻
撃
失
敗
を
教
訓
と
し
、

慎
重
に
城
乗
り
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
そ
し

て
二
月
二
十
七
日
総
攻
撃
を
行
い
、
圧
倒
的
軍

事
力
を
以
っ
て
原
城
を
落
城
さ
せ
た
の
で
す
。 

「
天
草
・
島
原
の
乱
」
は
八
代
市
立
博
物
館
未

来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
二
十
五
日
か
ら
十
一

月
二
十
四
日
ま
で
。
入
館
料
一
般
６
０
０
円
、

大
学
・
高
校
４
０
０
円
、
中
学
・
小
学
２
０
０

円
。
２
０
人
以
上
の
団
体
は
２
割
引
。
問
い
合

わ
せ
は
同
館
℡
０
９
６
５
（
３
４
）
５
５
５
５
。 

（
林
千
寿
・
八
代
市
立
博
物
館
学
芸
員
） 

天
草
・
島
原
の
乱 

    
 

    

                

嶋原御陣図 

しまばらごじんず 

 

江戸時代中期カ 

タテ 178.8 ㌢ ヨコ 204.6 ㌢ 

福岡県柳川市・福岡県立伝習館高校同窓会所蔵 

 



 

徳
川
幕
府
を
震
撼
さ
せ
た
百
二
十
日
（
４
） 

 

平
和
の
世
に
あ
っ
て
も
、
大
名
は
戦
争
に
備

え
る
義
務
が
あ
り
ま
し
た
。
与
え
ら
れ
た
領
地

に
対
し
て
、
軍
事
上
の
負
担
が
定
め
ら
れ
て
い

て
、
幕
府
の
た
め
に
相
応
の
働
き
を
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
の
で
す
。 

 

天
草
・
島
原
の
乱
に
お
け
る
肥
後
細
川
家
の

戦
い
ぶ
り
は
、
ま
さ
に
隙
の
な
い
も
の
で
し
た
。

原
城
総
攻
撃
で
は
、
本
丸
一
番
乗
り
を
果
た
し
、

天
草
四
郎
の
首
を
討
ち
取
っ
て
い
ま
す
。
自
ら

兵
を
率
い
て
戦
陣
に
立
っ
た
藩
主
忠
利
は
、
輝

か
し
い
戦
果
に
満
足
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
と

こ
ろ
が
、
江
戸
で
は
、
細
川
家
を
ね
た
み
、
本

丸
一
番
乗
り
を
疑
う
よ
う
な
噂
が
流
れ
て
い
ま

し
た
。
江
戸
に
い
た
忠
利
の
父
三
斎
は
、
誤
解

を
招
く
よ
う
な
忠
利
の
手
柄
話
し
を
諌
め
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
忠
利
は
、
本
丸
一
番
乗
り
が
間
違

い
な
い
こ
と
を
主
張
し
、
江
戸
に
向
け
て
本
状

を
送
り
ま
し
た
。
本
丸
乗
り
の
様
子
を
説
明
す

る
た
め
に
添
え
ら
れ
た
絵
図
に
は
、
夜
営
で
築

い
た
柵
の
場
所
ま
で
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
父

三
斎
の
態
度
に
不
満
を
感
じ
、
戦
功
を
必
死
に

証
明
し
よ
う
と
す
る
忠
利
の
姿
が
伺
わ
れ
ま
す
。 

「
天
草
・
島
原
の
乱
」
は
八
代
市
立
博
物
館
未

来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
二
十
五
日
か
ら
十
一

月
二
十
四
日
ま
で
。
入
館
料
一
般
６
０
０
円
、

大
学
・
高
校
４
０
０
円
、
中
学
・
小
学
２
０
０

円
。
２
０
人
以
上
の
団
体
は
２
割
引
。
問
い
合

わ
せ
は
同
館
℡
０
９
６
５
（
３
４
）
５
５
５
５
。 

（
林
千
寿
・
八
代
市
立
博
物
館
学
芸
員
） 

天
草
・
島
原
の
乱 

     

             

細川忠利自筆絵図入書状 

ほそかわただとしじひつえずいりしょじょう 

 

松野織部外２名宛 

寛永１５年（１６３８）３月２２日 

タテ 18.2 ㌢ 

熊本県・本渡市立天草切支丹館所蔵 

                       



 

徳
川
幕
府
を
震
撼
さ
せ
た
百
二
十
日
（
５
） 

 

天
草
・
島
原
の
乱
は
、
久
々
に
訪
れ
た
戦
陣

で
あ
り
、
武
士
に
と
っ
て
は
、
武
功
を
あ
げ
る

好
機
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
戦
後
に
行
わ
れ
た

戦
い
の
評
価
は
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
の
で

す
。 

「
天
草
・
島
原
の
乱
」
は
八
代
市
立
博
物
館
未

来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
二
十
五
日
か
ら
十
一

月
二
十
四
日
ま
で
。
入
館
料
一
般
６
０
０
円
、

大
学
・
高
校
４
０
０
円
、
中
学
・
小
学
２
０
０

円
。
２
０
人
以
上
の
団
体
は
２
割
引
。
問
い
合

わ
せ
は
同
館
℡
０
９
６
５
（
３
４
）
５
５
５
５
。 

細
川
家
中
と
同
様
に
、
家
老
松
井
家
で
も
武

功
の
査
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
書
付
は
、

原
城
の
戦
い
に
お
け
る
松
井
家
臣
の
戦
功
を
記

し
た
も
の
で
、
上
々
、
上
、
中
の
上
、
中
と
評

価
付
け
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
名
前
の
下
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
働
き
振
り
が
記
さ
れ
て
い
て
、
鉄
砲

隊
を
効
果
的
に
指
揮
し
た
鉄
砲
頭
ク
ラ
ス
の
家

臣
が
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
た
と
え
鑓
で
敵
を
倒
し
て
も
、
鉄
砲
隊

の
指
揮
振
り
が
悪
け
れ
ば
、
評
価
が
下
が
っ
て

い
る
の
で
す
。
討
ち
取
っ
た
首
の
数
が
判
断
材

料
と
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
組
織
行
動
を

優
先
さ
せ
よ
う
と
す
る
軍
隊
の
変
容
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

島
原
の
乱
後
、
肥
後
細
川
藩
で
は
、
武
功
の

調
査
を
行
い
、
働
き
に
応
じ
て
褒
賞
を
与
え
ま

し
た
。
本
丸
一
番
乗
り
を
果
た
し
た
益
田
弥
一

右
衛
門
と
、
天
草
四
郎
の
首
を
取
っ
た
陣
佐
左

衛
門
が
最
も
高
く
評
価
さ
れ
、
千
石
が
加
増
さ

れ
ま
し
た
。 

天
草
・
島
原
の
乱 

  

（
林
千
寿
・
八
代
市
立
博
物
館
学
芸
員
） 

                    

有馬陣戦功の者書付 

ありまのじんせんこうのものかきつけ 

 

西川吉兵へ宛 

寛永１５年（１６３８）１０月１３日 

タテ 32.4 ㌢ ヨコ 42.5 ㌢ 

熊本県八代市・（財）松井文庫所蔵 



 

徳
川
幕
府
を
震
撼
さ
せ
た
百
二
十
日
（
６
） 

 

原
城
総
攻
撃
の
日
、
細
川
光
尚
を
後
押
し
し

た
の
は
、「
さ
あ
、
御
乗
り
込
み
く
だ
さ
い
」
と

い
う
沢
村
大
学
の
声
で
し
た
。
光
尚
は
肥
後
細

川
藩
主
忠
利
の
嫡
男
で
十
八
歳
、
初
め
て
の
戦

場
で
し
た
。 

本
画
像
に
は
、
鎧
、
兜
、
槍
、
薙
刀
、
指
物

（
旗
）
な
ど
、
戦
い
の
道
具
を
身
に
付
け
た
沢

村
大
学
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
島
原
の
乱

に
も
こ
の
よ
う
な
姿
で
出
陣
し
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
大
学
が
腰
掛
け
て
い
る

竹
束
は
、
弾
除
け
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
、

戦
場
の
必
需
品
で
し
た
。 

大
坂
夏
の
陣
（
一
六
一
五
年
）
以
来
、
二
十

年
以
上
戦
争
が
絶
え
ま
し
た
。
寛
永
十
四
年
（
一

六
三
七
）
に
天
草
・
島
原
の
乱
が
起
こ
っ
た
時
、

戦
場
経
験
者
は
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
肥
後
細
川
藩
で
は
、
経
験
豊
富
な
老
臣
の

当
用
に
重
き
を
置
き
、
松
井
興
長
（
五
十
六
歳
）

と
沢
村
大
学
（
七
十
八
歳
）
に
出
陣
を
命
じ
て

い
ま
す
。
大
学
は
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）

に
足
軽
と
し
て
細
川
家
に
召
抱
え
ら
れ
、
数
々

の
戦
場
で
手
柄
を
立
て
重
臣
と
な
り
ま
し
た
。

若
き
次
期
藩
主
光
尚
に
附
属
さ
せ
ら
れ
た
大
学

は
、
光
尚
の
そ
ば
近
く
仕
え
、
戦
陣
の
駆
け
引

き
を
教
え
た
の
で
す
。 

大
学
の
生
存
中
に
描
か
れ
て
お
り
、
上
部
に

記
さ
れ
た
自
筆
の
賛
に
は
、
子
孫
を
励
ま
す
た

め
こ
れ
を
記
し
、
武
士
の
道
た
る
形
を
現
し
置

く
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
戦
場
に
生
き

る
武
士
の
あ
り
方
を
表
現
し
た
画
像
で
す
。 

天
草
・
島
原
の
乱 

  

（
林
千
寿
・
八
代
市
立
博
物
館
学
芸
員
） 

「
天
草
・
島
原
の
乱
」
は
八
代
市
立
博
物
館
未

来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
二
十
五
日
か
ら
十
一

月
二
十
四
日
ま
で
。
入
館
料
一
般
６
０
０
円
、

大
学
・
高
校
４
０
０
円
、
中
学
・
小
学
２
０
０

円
。
２
０
人
以
上
の
団
体
は
２
割
引
。
問
い
合

わ
せ
は
同
館
℡
０
９
６
５
（
３
４
）
５
５
５
５
。 

                       

沢村大学画像 

さわむらだいがくがぞう 

 

正保２年（１６４５） 

タテ 116.3 ㌢ ヨコ 58.4 ㌢ 

熊本市・成道寺所蔵 

 



 
天
草
・
島
原
の
乱 

 

徳
川
幕
府
を
震
撼
さ
せ
た
百
二
十
日
（
２
） 

 
 
 

キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
し
た
徳
川
幕
府
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
を
使
っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
探

し
出
し
、
弾
圧
し
ま
し
た
。
踏
絵
は
、
隠
れ
キ

リ
シ
タ
ン
を
あ
ば
く
た
め
に
行
わ
れ
、
人
々
は

キ
リ
ス
ト
や
聖
母
マ
リ
ア
の
像
を
足
で
踏
む
こ

と
を
強
要
さ
れ
ま
し
た
。
拷
問
を
恐
れ
て
、
転
ん

だ
宗
徒
も
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
精
神
的

苦
し
み
は
如
何
ば
か
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
な
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
政
策
が
、
天
草
・
島

原
の
乱
の
原
因
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。 

  

真鍮踏絵 キリスト像（十字架上のキリスト） 

しんちゅうふみえ 

 

１７世紀 日本製 

タテ 18.8 ㌢ ヨコ 13.8 ㌢ 厚 2・3 ㌢ 

東京国立博物館所蔵 

国指定重要文化財 

 

寛
永
年
間
に
長
崎
で
開
始
さ
れ
た
踏
絵
は
、
九

州
諸
藩
に
も
広
が
り
、
肥
後
細
川
藩
で
は
、
長
崎

か
ら
踏
絵
を
借
り
受
け
、
踏
絵
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
当
初
は
不
審
な
者
に
対
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
寛
文
年
間
に
な
る
と
藩
内
全
領

民
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

      

踏
絵
に
は
、
銅
牌
を
板
に
は
め
こ
ん
だ
板
踏
絵
、

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
長
崎
奉
行
所
の
命
令
で

作
ら
れ
た
真
鍮
踏
絵
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
東
京

国
立
博
物
館
に
は
長
崎
奉
行
所
旧
蔵
の
踏
絵
二

十
九
枚
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
品
は
そ
の
内

の
一
枚
で
、
十
字
架
に
か
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
の

姿
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
摩
滅
し
た
表
面
か
ら
は
、

た
く
さ
ん
の
人
々
に
踏
ま
れ
た
跡
の
生
々
し
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

         

（
林
千
寿
・
八
代
市
立
博
物
館
学
芸
員
） 

 

「
天
草
・
島
原
の
乱
」
は
八
代
市
立
博
物
館
未

来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
二
十
五
日
か
ら
十
一

月
二
十
四
日
ま
で
。
入
館
料
一
般
６
０
０
円
、

大
学
・
高
校
４
０
０
円
、
中
学
・
小
学
２
０
０

円
。
２
０
人
以
上
の
団
体
は
２
割
引
。
問
い
合

わ
せ
は
同
館
℡
０
９
６
５
（
３
４
）
５
５
５
５
。 


